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方法：2011年 8月～2013年 7月までに行われた OFC陽性者の中で、閾値量と誘発症状の重症度に基
づく摂取開始量基準によって、2 g以上の摂取開始に該当した鶏卵アレルギー129人、牛乳アレルギー






結果： OFC2年後、目標到達量である（鶏卵 1個、牛乳 100ml、うどん 200g）まで到達した人の割




人が含まれていた。対象者を 2g 開始者と 5g 以上開始者で比較すると、2g において目標到達率が低
く、脱落率が高いことが明らかであった。特に鶏卵・牛乳の 2g開始者では、指導開始 6か月時点では
まだ増量に至っていない例が多く見られた（鶏卵：28.7％、牛乳：27.7%）。対象者の年齢による違い





































以上で開始した者よりも、特異的 IgE 抗体価の低下が有意であり、特異的 IgE 抗体価からも 2 歳児か
らの解除指導の開始が推奨されることを実証している。 
 研究 2 では、鶏卵、牛乳の完全除去解除を許可された患児や保護者が、その後の食生活においてど
の程度制限なく、食生活が送れているか、外食、買物、給食などの面からアンケート調査を行うと同時
に食事調査を行い栄養摂取状況についても検討しており、アレルギー患児と保護者の除去解除後の QOL
について、多面的に明らかにしたものである。鶏卵や牛乳は１／４量摂取できるようになるとほぼす
べての加工食品が摂取できるようになるため一定の満足感が得られる。しかし、完全解除を許可され
ていても、それまでのアレルギーに対する恐怖感や「まずい、おいしくない」「嫌いで食べない」など
の嗜好の問題からそれ以上の解除が進んでいない実態が明らかになった。また、口頭試問の際には学
校給食の場では「学校生活管理指導表」への記載内容から、除去食対応になってしまう可能性を指摘し
ており、「真の除去解除」を阻害する様々な因子について、自身の現場経験に基づいて解析している点
は実践家としての見識を有している。 
 論文の内容については、適切な研究方法によって得られた結果を、科学的に解析、考察しており、一
貫した論理構成になっている。本研究テーマは、食物アレルギーの分野で経口食物負荷試験の結果に
基づいた食物除去の解除指導法を実践的に解析・考察したもので、独創性があり、今後の管理栄養士の
実践活動に一定の見解を示しており、有用性もある。先行研究の考察も和文・英文にわたり多岐であ
り、その内容を適切に読解・解釈したうえで、自らの研究に生かしている。 
 最終試験においては、わが国における食物アレルギーの実態と耐性獲得に向けた食事指導法につい
て、自らのデータと先行研究の内容をもとに、独自の見解を述べたが、その内容は論理的であり、説得
力を持ったものであった。また、今回のアレルギー食事指導法の啓発に努めようとする実務家として
の見識は、今後の活躍が大いに期待できるものであった。 
 本研究は、博士（栄養科学）の学位を授与するにあたり十分な内容である。また、本研究の内容は、
和文論文 3 編として学術誌に採択・掲載によって規定数の論文を作成しており、学術論文作成能力も
十分であると考えられる。また、現在、英文雑誌に論文を投稿中であり、その内容を審査したところ、
英語の語学力も十分であると考えられる。 
 以上のように、博士論文の内容、語学力、栄養科学の研究能力、管理栄養士としての実践力等を総合
的に判断し、楳村春江氏は独立した研究者として今後の活躍が期待できる人材と考え、博士論文およ
び最終試験を「合格」と判定した。 
